
自然災害軽減に関する建築学会・土木学会合同国際ワークショップ 
(AIJ-JSCE Joint International Workshop on Natural Disaster Mitigation) 

 
 東日本大震災により多くの貴重な人命を失い，建築・都市が大災害を受けたことを経て，建築

学会と土木学会相互の自然災害軽減に関する連携がますます重要になっている。本ワークショッ

プは，これまで土木学会が日本工学会と日本学術会議を通じて世界工学団体連盟（WFEO）とと

もに，諸外国との連携のもと進めてきた自然災害リスクマネージメント(DRM)に関する国際シン

ポジウムの活動を引き継ぎ，建築学会と土木学会の合同ワークショップを建築学会全国大会の会

期中に開くことにより，国際的な自然災害軽減技術向上を図る。 
主催：日本建築学会（AIJ），土木学会（JSCE） 
共催：社団法人日本工学会，世界工学団体連盟(WFEO) 
後援：日本学術会議 等 
日時 9月13日（木）9：00～12：30 
会場 名古屋大学 ES総合館2階ES025講義室 
定員 100名（事前申込不要） 
参加費 無料（当日は日本建築学会全国大会開催中です。会場のES025講義室には自由に入場で

きますが，念のため，土木学会平成24年度全国大会の参加証のコピーをお持ちください） 
使用言語 英語（通訳なし） 
司会 伊藤一正（土木学会：建設技術研究所，WFEO-DRM委員会）， 
   山田聖志（建築学会：豊橋技術科学大学 教授） 

9:00  開始 
主旨説明 和田 章（建築学会会長：日本学術会議WFEO分科会委員） 
9:15 
セッションⅠ 
「東日本大震災による橋梁被害」 

川島一彦（土木学会：東京工業大学 教授） 
「三陸における津波被災集落の減災と復興の課題」 

重村 力（建築学会：神奈川大学 教授） 
「都市圏の洪水対策」 

Teeradej TANGPRAPRUTGUL (Raja Ferry Port PLC., Thailand) 
10:45-10:50 休憩 
10:50 
セッションⅡ 
「四川地震とその復興」 
   Wenlihhan Heisha（Guangzhou University, China, Professor） 
「橋梁の災害と今後の対策」 
   依田照彦（土木学会：早稲田大学 教授） 
「長周期地震動と超高層建物」 
   斉藤大樹（建築学会：建築研究所 上席研究員） 
12:20 
まとめ 石井弓夫（元 土木学会会長：日本学術会議WFEO分科会委員，WFEO副会長兼DRM委員

会委員長） 
12:30  終了 
 


